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議
員

本
市
の
中
心
市
街
地

再
生
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
見
附
台
周
辺
地
区

の
整
備
は
、
二
十
一
世
紀
初

頭
の
一
大
事
業
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、
馬
入
ふ
れ
あ
い
公

園
内
に
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
が

完
成
し
た
後
に
、
見
附
台
体

育
館
の
取
り
壊
し
が
行
わ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
見
附
台
体
育
館
の
取
り

壊
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
そ
の

後
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

建
設
中
の

多
目
的
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
後
、

十
六
年
度
中
に
は
解
体
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
跡
地
に

つ
い
て
は
、
見
附
台
周
辺
地

区
の
事
業
計
画
策
定
の
中
で

そ
の
利
用
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
考
え
て
お
り
、
当
面
は

更
地
と
し
、
暫
定
的
な
活
用

を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

見
附
台
周
辺
地
区
整

備
の
全
体
計
画
は
い
つ
ま
で

に
策
定
し
、
整
備
の
完
了
は

い
つ
頃
を
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

十
五
年
七

月
に
策
定
し
た
「
中
心
市
街

地(

平
塚
駅
西
口
・
見
附
台

周
辺
地
区)

ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
二
十
年
度
ま
で
に
整
備

議
員

本
市
で
は
、
公
共
下

水
道
整
備
事
業
が
順
調
に
進

み
、
十
五
年
三
月
末
現
在
の

普
及
率
は
、
人
口
比
九
〇
％

を
超
え
て
い
る
。
現
在
、
本

市
の
汚
水
処
理
対
策
は
、
①

公
共
下
水
道
第
六
期
事
業
区

域
の
推
進
、
②
土
屋
・
吉
沢

地
域
の
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
の
推
進
、
③
合
流
区
域

の
分
流
式
へ
の
改
修
、
と
い

う
三
つ
の
事
業
を
進
め
て
い

る
。
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道

第
六
期
事
業
に
必
要
な
期
間

と
経
費
は
、
今
後
ど
の
く
ら

い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

下
水
道
部
長

第
六
期
整
備

事
業
は
、
十
七
年
度
ま
で
の

予
定
で
あ
り
、
今
後
要
す
る

事
業
費
は
、
約
三
五
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
そ

の
後
、
市
街
化
調
整
区
域
で

公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
区

域
は
、
国
道
二
七
一
号
線
か

ら
北
側
の
約
一
〇
〇
�
で
あ

り
、
十
七
年
度
に
事
業
認
可

を
取
得
し
、
二
十
二
年
度
ま

で
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

議
員

土
屋
・
吉
沢
地
域
の

農
業
集
落
排
水
事
業
の
整
備

見
通
し
を
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

事
業
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住

民
の
同
意
が
不
可
欠
で
あ
る
。

基
本
計
画
を
策
定
し
、
二
十

一
年
度
以
降
に
事
業
展
開
を

図
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

こ
の
地
区
の
整
備
に

関
し
て
十
六
〜
十
八
年
度
の

第
三
次
実
施
計
画
の
中
で
は
、

具
体
的
に
何
を
行
う
の
か
。

都
市
整
備
部
長

市
民
参
加

を
得
な
が
ら
、
基
本
計
画
や

整
備
手
法
の
検
討
、
さ
ら
に

は
事
業
計
画
の
策
定
を
図
っ

て
い
く
時
期
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

前
市
長
は
、
こ
の
地

区
に
新
市
庁
舎
を
建
設
し
た

い
と
い
う
発
言
も
さ
れ
て
い

た
が
、
新
市
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

見
附
台
周

辺
地
区
も
新
市
庁
舎
建
設
予

定
候
補
地
の
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。
用
地
選
定
に

当
た
っ
て
は
、
全
市
的
な
視

点
に
立
ち
、
将
来
の
広
域
行

政
に
も
配
慮
す
る
な
ど
多
面

的
な
検
討
が
重
要
で
あ
り
、

議
会
や
市
民
の
意
見
も
聞
き
、

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

旧
太
陽
神
戸
銀
行
跡
地

多
目
的
な
活
用
望
む

議
員

昨
今
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
は
、
各
自
治
体
の

商
業
活
性
化
の
中
心
議
題
と

そ
の
た
め
、
十
三
年
度
か
ら

各
自
治
会
を
対
象
に
説
明
会

を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
十

六
年
度
の
事
業
採
択
を
受
け

る
た
め
、
今
年
六
月
に
国
の

現
地
調
査
が
あ
り
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
も
二
回
行
わ
れ
た
。
予

定
と
し
て
は
、
十
七
年
度
に

工
事
着
手
し
、
二
十
二
年
度

完
成
を
目
標
に
国
・
県
と
協

議
し
て
い
る
。
工
事
は
国
・

県
と
の
協
議
の
中
で
、
財
源

確
保
等
の
問
題
か
ら
土
屋
地

区
を
先
に
進
め
、
引
き
続
き

吉
沢
地
区
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
。
事
業
費
は
、
約
五

〇
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

進
む
平
塚
海
岸
の
砂
浜
後
退

浸
食
防
止
へ
の
取
り
組
み
尋
ね
る

議
員

平
塚
海
岸
は
市
民
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
、
開
発

さ
れ
て
い
な
い
自
然
が
残
っ

て
い
る
場
所
で
あ
る
。
し
か

し
、
平
塚
海
岸
の
砂
浜
は
年

々
後
退
し
、
地
形
が
徐
々
に

変
化
し
て
き
て
い
る
。
海
岸

の
整
備
は
、
国
・
県
と
の
連

携
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
聞
き
た

い
。

都
市
整
備
部
長

現
在
、
県

は
三
浦
市
か
ら
湯
河
原
町
ま

で
の
延
長
約
一
五
〇
�
�
に

つ
い
て
、
相
模
灘
沿
岸
海
岸

保
全
基
本
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
海
岸
保
全
基
本
方
針
に

よ
り
、
関
係
市
町
村
や
海
岸

な
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
Ｔ

Ｍ
Ｏ
構
想
の
中
で
中
心
街
の

街
並
み
整
備
は
重
要
な
施
策

と
な
っ
て
お
り
、
紅
谷
町
の

旧
太
陽
神
戸
銀
行
跡
地
は
重

要
な
拠
点
と
考
え
る
。
こ
の

跡
地
を
市
が
購
入
し
、
多
目

的
に
使
用
で
き
る
広
場
と
位

置
づ
け
、
商
店
街
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

こ
の
跡
地

は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
等
で
広
場
や
イ
ベ
ン

ト
空
間
の
場
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
今
年
の
七
夕
ま
つ
り

で
は
、
所
有
者
の
理
解
を
得

て
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
休
憩

所
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら

い
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も

貢
献
で
き
た
と
受
け
止
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た

め
、
こ
の
跡
地
を
購
入
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
考
え
な
の
か
。

都
市
整
備
部
長

用
地
の
取

得
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
助

成
を
受
け
た
い
と
考
え
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
に
基
づ
き
、
公
園
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

地
元
商
店
街
や
湘
南
ひ
ら
つ

か
Ｔ
Ｍ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
る
会
場
と
な
る
よ
う
運
用

面
も
含
め
て
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

議
員

昨
年
九
月
に
県
か
ら

説
明
の
あ
っ
た
「
花
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
拠
点
整
備
構
想
」

で
は
、
核
と
な
る
施
設
を
県

が
整
備
し
、
本
市
と
関
係
団

体
等
は
そ
の
周
辺
に
農
の
体

験
・
交
流
の
場
を
整
備
し
て
、

十
九
年
度
末
の
開
園
を
目
指

す
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

現
在
こ
の
構
想
は
、
ど
の
程

度
進
ち
ょ
く
し
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

県
は
、
昨
年
九

月
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
民
間
の
活
力
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
こ
の
事
業
が
適
す
る

か
否
か
の
導
入
可
能
性
調
査

を
実
施
し
た
。
ま
だ
県
の
結

論
は
出
て
い
な
い
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
を
活
用
す
る
方
向
で

検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。
一

方
、
本
市
は
、「
核
と
な
る

施
設
」
の
周
辺
に
お
い
て
、

農
業
体
験
が
で
き
る
市
民
農

園
や
県
内
の
農
産
品
の
直
売

所
を
設
置
す
る
た
め
、
現
在
、

「
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
拠
点

(

仮
称)

農
の
体
験
・
交
流
の

場
」
基
本
計
画
の
策
定
を
業

者
に
委
託
中
で
あ
る
。

議
員

市
は
、
基
本
計
画
策

定
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
聞
く
が
、

そ
の
結
果
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

現
在
委
託
し
て

い
る
基
本
計
画
策
定
業
務
の

中
で
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
民
五
〇
〇
人
と
市
内
の
小

学
校
、
幼
稚
園
お
よ
び
保
育

園
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
結
果
は
、
近
々
、

委
託
報
告
書
の
中
で
ま
と
ま

る
予
定
で
あ
る
。

議
員

市
長
は
、
こ
の
事
業

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長

本
市
に
と
っ
て
は
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
事
業
と

考
え
て
お
り
、
県
知
事
に
も

そ
の
旨
を
機
会
あ
る
ご
と
に

伝
え
て
い
る
。
県
知
事
も
こ

の
事
業
は
積
極
的
に
進
め
た

い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お

り
、
早
い
段
階
で
整
備
に
着

手
で
き
る
よ
う
連
携
し
て
い

く
方
向
で
あ
る
。

管
理
者
等
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
基
本
計
画
の
中
で
海
岸

保
全
区
域
の
指
定
を
受
け
る

予
定
の
平
塚
海
岸
は
、
浸
食

対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
工
事

の
進
ち
ょ
く
は
も
と
よ
り
、

相
模
灘
沿
岸
海
岸
保
全
基
本

計
画
策
定
後
の
整
備
推
進
に

つ
い
て
も
県
に
強
く
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

議
員

馬
入
川
河
口
に
近
い

地
域
は
、
特
に
浸
食
が
激
し

く
一
六
年
間
で
約
六
二
�
も

海
岸
線
が
後
退
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
特
に
新
港
完

成
に
よ
り
潮
の
流
れ
が
変
化

す
る
中
で
、
砂
が
堆
積
し
に

く
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
馬
入
川
河
口
で
の
漁

船
出
入
り
の
危
険
防
止
も
考

慮
し
、
馬
入
川
河
口
へ
の
導

流
堤
設
置
を
早
期
に
完
了
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

馬
入
川
の

左
岸
導
流
堤
を
延
伸
さ
せ
、

茅
ヶ
崎
市
側
か
ら
の
砂
の
侵

入
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
り

航
路
を
確
保
す
る
方
策
に
つ

い
て
は
、
国
県
補
助
事
業
と

し
て
十
四
・
十
五
年
度
で
約

五
〇
�
を
整
備
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
四
年

度
の
台
風
の
影
響
も
あ
り
、

国
は
財
団
法
人
土
木
研
究
セ

ン
タ
ー
に
新
設
導
流
堤
設
置

の
た
め
の
再
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
指
示
し
た
。
こ
の
結

果
に
伴
い
、
国
・
県
と
基
本

事
項
に
つ
い
て
の
調
整
を
現

在
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

議
員

区
画
整
理
事
業
は
住

民
合
意
が
基
本
で
あ
り
、
大

浜
地
区
で
は
十
三
年
度
か
ら

新
メ
ン
バ
ー
も
加
入
し
、
組

織
を
強
化
し
た
大
浜
地
区
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ

て
き
て
い
る
。
市
は
、
住
民

説
明
会
な
ど
も
開
催
し
、
合

意
形
成
に
努
力
し
て
き
て
い

る
が
、
都
市
計
画
決
定
は
い

つ
頃
を
め
ど
に
考
え
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

一
般
公
共

海
岸
を
区
画
整
理
区
域
に
編

入
し
て
事
業
を
行
っ
て
よ
い

か
の
県
の
最
終
判
断
が
、
本

年
秋
に
出
る
。
こ
の
判
断
と

合
わ
せ
都
市
計
画
に
か
か
る

関
連
機
関
と
の
協
議
を
進

め
、
十
五
年
度
末
ま
で
に
事

前
協
議
の
完
了
お
よ
び
申
請

を
行
い
、
十
六
年
度
中
の
都

市
計
画
決
定
を
当
面
の
目
標

に
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、

都
市
計
画
決
定
を
得
る
に
は
、

複
雑
な
権
利
を
持
つ
住
民
や

関
係
地
権
者
の
合
意
が
基
本

で
あ
り
、
関
係
者
の
特
段
の

理
解
と
決
断
が
、
早
期
の
都

市
計
画
決
定
に
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
長
は
、
こ
の
事
業

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

市
長

こ
の
区
画
整
理
事
業

は
、
単
な
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
な
く
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も

早
期
の
事
業
着
手
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

取り壊しが予定されている見附台体育館

大
浜
地
区
の
区
画
整
理

都
市
計
画
決
定
の
時
期
は

中
心
市
街
地
再
生
の
鍵
　
　
　
の
整
備�

平
成
２０
年
度
ま
で
に
基
本
計
画
を
策
定�

見

附

台�

周
辺
地
区�

花と緑のふれあい�
拠 点 整 備 構 想�
花と緑のふれあい�
拠 点 整 備 構 想�

県・市連携し早期着手に努力�

公共下水道第６期事業　�な�
　ど�

現在の整備状況聞く�


